
＜福岡和白病院関節症センターと浅間総合病院整形外科の取り組み＞ 

・HHS 60 点未満 193 例に対し日本の整体分野で開発された骨盤再調整運動を取

り入れた PSPT-R(Pericapsular Soft Tissue and Pelvic-Realignment)セラピーを行

ったところ有意な改善が得られました。193 例中 86%の例では、PSPT-R セラピ

ー開始前に手術を勧められていました。 

193 例中すでに軟骨が完全消失して骨同士がぶつかった 130 例（67%）において

も PSTP-R セラピーで有意な改善が得られました。 
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